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イネの主要な病害抵抗性反応として抗菌性二次代謝産物であるファイトアレキシンの生産があげられる。植物化学研究室では、
山形大学・豊増教授、東京大学・岡田准教授らとの共同研究により、これまでにイネのファイトアレキシンについてその進化的
起源を明らかにしてきた。本論文では、野生イネOryza brachyanthaのジテルペン合成酵素の機能解析を行った。その結果、栽
培イネと野生イネOryza brachyanthaでコパリル２リン酸合成酵素の機能が異なり、それぞれの作るジテルペン骨格に違いが生
じることが示された。本研究は、山形大学、東京大学、国立遺伝学研究所などとの共同研究で実施され、植物化学研究室におい
ては系統樹作製などのインフォマティクス解析を担当した。
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Characterization of diterpene synthase genes in the wild rice species Oryza brachyatha provides evolutionary insight
into rice phytoalexin biosynthesis


